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にある。収集した一次資料は，2015 年 4 月から 2016 年 3 月までの参与観察に基づい
ている。本論文は，序章と４章で構成される。 
 本論文の人類学的射程を明示した序章に続き，第１章は，主にベトナム語及び日本
語文献に依拠しながら，先行研究に批判的評価を加え，17世紀から現在に至るまでの
「明郷」という呼称をめぐる歴史的変遷を俯瞰し，併せて調査地ホイアンを概観した。 
「明郷」の起源は，中国の明末清初期の中国系移民集団「明香」に遡り，阮朝時代に
「明郷」と改称される。1975 年以降，「明郷」はその殆どがベトナムのマジョリティ
「キン族」の民族籍となり，「ホア族」の華人系住民とは法的に類別されて現在に至り，
ホイアンでは，明郷会館を拠点に「ホイアンを創った先人は明末清初に移住した明郷
人で，明郷はその代々の子孫である」という物語が共有されている。 
第２章では，前章で確認した歴史学的見解と一般化する物語の存在を前提に「明郷」
の自画像を明らかにするために，「明郷」の家系21件の家譜を取り上げ，当事者の歴
史認識という視点から分析を加えた。その結果，漢語家譜によれば殆どの家系が 18
世紀後半以降に来越しており「明香社」初期には必ずしも遡ることが出来ない。他方
で，近年ベトナム語に翻訳された家譜では，ホイアン創建期，あるいは同期の先人に
遡って物語化されている事例があることが明らかになった。 
第３章は，明郷会館での諸儀礼と，それを支える社会組織の実像についての民族誌
的記述とその分析である。同組織は，1975年以降中越関係を反映して一時衰退するが，
1990年代以降同関係の正常化に伴い，ホイアンでは，観光開発を背景に，政府が明郷
会館修復を全面的に支援し，「明郷諸族派」に加え新たに「明郷」の子孫と主張する人々
も登場し始めた。そして現在実践されている諸儀礼の殆どの「華人系」儀礼は，観光
名所として認定された2010年以降に開催され，一方で「華人系」要素の部分的採用，
他方でベトナム化された「明郷」の文化的表象の形成が認められるのである。 
 第４章は，1999年のホイアン世界文化遺産登録に伴う華人系住民の再定義の文脈を
視野に入れた「明郷」カテゴリー持続の論理の考察である。第２章で確認したように，
現在ホイアンで共有されている「明郷」の物語は，漢語家譜で確認した歴史認識とは
必ずしも一致せず，「明郷」帰属意識の濃淡は，各家系の家譜観にも反映されている。
また明郷会館での諸儀礼という生活実践分析から明らかになったのは，固定化された
「明郷」文化が存在するのではなく，それぞれの時代の政治的社会的文脈において，
繰り返し再確認されてきた「明郷」カテゴリーの実像である。 
 以上の考察から，現在の実像構築に，結果的に貢献したのが，世界文化遺産登録に
よる「明郷」という呼称の定式化だったと結論する。 
 
 本論文の学術的功績は，第一に，歴史的文脈を視野に入れ，ベトナムの「明郷」と
その子孫と自称する人々のカテゴリー化の論理を明晰に分析した点，第二に，豊富な
家譜分析に基づく歴史認識と社会組織に関する詳細な民族誌的記述を達成した点であ
る。第三に，ベトナムにおける華僑・華人研究の発展に重要な示唆を与えた点である。 
 
以上，審査の結果，本論文の著者は博士（学術）の学位を授与される十分な資格が
あるものと認められる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
